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５年生でがんばりたいこと 

 
５年 黒木 空愛 

  
わたしは、この４月から５年生、高学年になり

ます。そこで、どんな姿になりたいかを考え、 

「下級生の手本となる５年生になる」 
という目標を立てました。 
  
そして、この目標を達成するために３つのが

んばりたいことを決めました。 

  
１つ目は、「授業を一生懸命受ける」ことです。 

姿勢を正しくしたり、人が話しているときは、目
を見てうなずきながら聞いたりしたいです。 
また、友だちと話合いをするときも、自分の考

えを伝えられるようにしたいと思います。 

 
２つ目は、「何事にも全力で取り組む」ことで

す。わたしは、４年生のとき、できないことがあ
ると、すぐにあきらめていました。 
時間はかかるかもしれないけど、先生や友だ

ちに聞いてチャレンジすることが大切だと思う
ようになりました。 
５年生では新しい学習や委員会が始まりま

す。苦手なことがあっても最初からあきらめる
のではなく、全力をつくしたいと思います。 
 
３つ目は、「時間いっぱいそうじをする」こと 

です。今までは早くそうじが終わったら、すぐに
後片付けをしていました。しかし、時間いっぱい
そうじをする大切さに気付いたので、５年生で
は、自分でできるところを見つけて、すみずみま
できれいにしたいと思っています。 
 
 「下級生の手本となる５年生」を目指して、今
日から３つのがんばりたいことに取り組みま
す。 
そして、高学年として学校を引っぱる一員に

なれるよう、決めたことを続けていきたいと、思

います。 
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 わたしには４年生で特にがんばりたいことが
２つあります。 

 
１つ目は、早起きです。 
わたしは、朝早く起きることが苦手です。もし

起きるのが遅くなってしまったら、学校に遅刻し
てしまいます。 
そして、先生や友だちに心配をかけてしまいま

す。だから、自分で工夫や努力をして、早く起き
ることができるようになりたいです。 
 
２つ目は、メディアの使い方です。 
わたしは家で過ごすときに、タブレットでゲー

ムをしたり、テレビを見たりする時間が長くなる
ことがあります。 
メディアを使用しすぎると目が悪くなるそう

なので、気を付けたいです。 
まずは、使う時間を決めてしっかり守りたいと

思います。   
 
早起きと、メディアの使い方をがんばりたいと

思っているので、先生方、ご指導よろしくお願い
します。 

  
何かを変えるチャンス！ 
 
２名の代表児童の作文。 

「自分の中の何かを変えたい！」という思いが
伝わってくる内容です。  
私たち大人も、その思いを受け止め、子ども達

自らが変容を実感できるよう、トライやチャレ
ンジをしなければと感じた次第です。 
「子どもは、云（い）う様（よう）にはせずして  
 する様（よう）にするものなり」 

＜石井十次先生の言葉から＞ 



 

 
大型連休 
    

 毎年のことですが、一番の心配事は、子ども達
が事件や事故に巻き込まれてしまうことです。 
  
暴走した車が飛び込んできたり、「ちょっとぐ

らい、いいだろう」と川や水辺に入って流された
り、何気なく投じた小石が通行中の車を傷つけ

たりする事案も全国で起こっています。 
  
「もしも～だったら」と危険を予想し、生活して
ほしいと願っています。 
 
 二番目に心配なのが、生活リズムの乱れです。 
学校に登校するために起床する時刻が習慣付い
てきた時期です。 
  
夜更かしを続けたり、お昼近くになって起床

したりすることは、子ども達の体だけでなく、脳

の発達にもよくない影響を与えます。 
  

 
 入学式！ 
 
４月１１日（金）。 
 
晴天と穏やかな気候の中、６９名の新入生が

本校に入学しました。 
ピカピカのランドセル、すてきな衣装を身に

まとい、名前を呼ばれて返事をする姿は、まさに
この時にしかない輝きに満ちていました。 
 
１年生のお世話をする６年生の姿も印象的で

した。 

退屈そうな１年生を見つけては、ささやいて
座らせたり、黙って寄り添ったりしていました。 
 
５年生の終盤には若干心配される部分もあり

ましたが、「６年生になった」という意識が一人
一人に芽生え、それが言葉や行動に表れてきて
います。 
まさに「よりよい変容」が見られていることを

素直に喜んでいるところです。 
 
１年生も、上級生のよいところをマネしなが

ら「よりよい変容」が出てくることを見届けてい
きたいと考えています。 

 
 参観日 
 
 ４月２０日（日）。 
 
本年度初めての参観日、雨天にもかかわらず、 

本校へ足を運んでいただき、ありがとうござい
ました。 
 
授業の様子、いかがだったでしょうか？ 
 
４月は、学習の仕方（姿勢、発表の仕方、ノー

トの書き方等）を指導し、できるようになってい

るかを点検している期間です。 
 
私たち管理職も、日常的に授業の様子を巡視し 

ているところです。 
参観日は、 

「子ども達に指導や支援の言葉がどれだけ届き
定着しているか」 

を保護者目線で見ていただく、貴重な機会です。 
 
時間の許す限り、子どもさんの様子を観察して 

いただき、気になる点があれば、懇談や担当・担

任との面談等においてご指摘くださると、あり
がたいです。 

  
教育基本法 
 
PTA総会の折にも紹介しましたが、 

 教育の目的・目標に始まり、生涯学習の理念、
義務教育、家庭教育、幼児期の教育、学校教育等、
教育の基本に係る法律です。 
  
特に、第１０条（家庭教育）において、 

「父母その他の保護者は、子の教育について 
第一義的責任を有するものであって、生活の 
ために必要な習慣を身に付けさせるとともに、
自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を 
図るよう努めるものとする。」 

と示されています。 
  
２児の保護者だった私。 

「第一義的責任を果たしていたか」と問われる
と、「はい」と明言できる自信ありません。 
 ただ、「成人するまでは、保護者（親）として 

の責任を負う」という覚悟は、もっていたように
思います。 



 


